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【半鐘はんしょう】＝火事などを知らせるための小さなつりがね

発行
編集

主な内容



支署長　久保田　耕二

副 長　　川口　克也

左から
係長　泉川　祐也（救急救命士）
　　　大橋　昭嗣
　　　中島　大吾
　　　佐川　龍　　
上　　向井　智之

　※現在、北海道消防学校入校中

副
長
か
ら
一
言

　
本
年
四
月
か
ら
副
長

に
就
任
し
、

支
署
長
と

共
に
舵
取
り
役
と
い
う

重
責
を
担
う
こ
と
に
な

り
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

こ
れ
か
ら
猿

払
村
役
場
、

消
防
団

員
、

関
係
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
風
通
し
の
良

い
関
係
を
築
き
、

村
民

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
様
、

努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、

猿
払
支

署
職
員
一
同
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ま
た
若
い
委
員
構

成
で
作
成
す
る
『

半

鐘
』

も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

発
行
に
あ
た
り

　
村
民
の
皆
様
に
は
日

頃
よ
り
、

消
防
行
政
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

私
事
で
す
が
、

本

年
四
月
に
支
署
長
と
し

て
消
防
行
政
を
担
う
こ

と
と
な
り
、

不
安
な
面

も
多
い
で
す
が
、

一
日

で
も
早
く
皆
様
の
お
役

に
立
つ
こ
と
が
で
き
る

様
、

努
め
て
参
り
ま

す
。

な
お
、

皆
様
へ
の

情
報
提
供
誌
と
し
て
発

行
す
る
『

半
鐘
』

を
今

後
も
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

警
防
係

火
災
や
災
害
の
警
護
活
動
、
消
防
車
両
・
機

械
の
点
検
整
備
及
び
管
理
、
消
防
の
礼
式
、
訓

練
、
消
防
技
術
の
研
磨
、
消
防
無
線
の
適
切
な

運
用
及
び
点
検
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

消
防
署
猿
払
支
署

職
員
紹
介

各
係
ご
と
に
業
務
内
容
も
含
め
職
員

を
紹
介
し
ま
す
。



左から　　
　　　　　山口　　陸
　　係長　山川　　博(救急救命士)
　　　　　曲澤　憂哉

左から
　　係長　亀山　洋児（救急救命士）
　　　　　中村　峻也
　　　　　阿部　　弥（救急救命士）

左から　　
　　　　　藤澤　雅樹
　　係長　佐藤　哲晴（救急救命士）
　　　　　黒川　聖矢

救
急
係

火
災
予
防
思
想
の
普
及
、
宣

伝
及
び
広
報
、
消
防
設
備
等
の

設
置
、
改
善
指
導
及
び
点
検
報

告
防
火
管
理
、
予
防
査
察
、
建
築

確
認
の
同
意
、
火
災
の
原
因
及

び
損
害
の
調
査
並
び
に
罹
災
証

明
、
危
険
物
の
規
制
取
締
、
避
難

訓
練
計
画
に
関
す
る
こ
と
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

予
防
係

救
急
救
助
、
救
急
救
助
技
術

の
訓
練
・
指
導
、
救
急
救
助
資

器
材
の
維
持
管
理
、
救
急
救
助

隊
員
の
生
涯
研
修
・
育
成
や
村

民
に
対
す
る
救
命
講
習
な
ど
の

こ
と
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

庶
務
係

消
防
署
の
庶
務
、
消
防
庁
舎
や

分
団
詰
所
の
維
持
管
理
、
職
員
の

入
校
や
研
修
に
関
す
る
こ
と
を

担
当
し
て
い
ま
す
。



左から　
　　係長　伊藤　公司（救急救命士）
　　　　　渡辺　光司

左から
 　副団長  船木　　他
 　団　長　川谷　英夫
 　副団長　梅田　勇一   

生
活
安
全
対
策
係

村
内
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
医

療
受
診
支
援(
通
院)

や
冬
期
間
の

除
雪
、
そ
の
他
相
談
業
務
へ
の
対

応
や
、
緊
急
通
報
電
話
の
運
用(

試

験
・
訪
問)

に
関
す
る
こ
と
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

猿
払
消
防
団

団
本
部
紹
介

消
防
団
と
は
、
地
域
に
最
も
密
着

し
た
防
災
機
関
と
し
て
、
即
時
大
量

動
員
等
の
特
性
を
活
か
し
、
消
防
署

と
密
接
な
連
携
の
も
と
、
火
災
の
警

戒
、
鎮
圧
、
各
種
災
害
の
防
除
等
の
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
火
災
予
防
の

啓
蒙
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
広
報
編
集
委
員
紹
介

本
誌
『
半
鐘
』
を
編
集
し
、
作
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
均
年
齢
が

二
十
三
歳
と
い
う
若
い
職
員
で

の
編
成
で
す
。
で
す
が
、
一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
記
事
を
考
え
、
作

成
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
お
り

ま
す
。



火災や救急等の通報をこの場所で受け
ます。場所の特定ができたら救急車や
消防車が出動します。

稚内地区消防事務組合 機構図

稚内地区消防事務組合について

稚内地区消防事務組合とは、稚内市と豊富町と猿払村の３市町村で構成されています。

稚内市には、消防本部と消防署があり、豊富町と猿払村には各支署が一つずつあります。

稚内地区消防事務組合は１本部・１署・２支署で構成された事務組合となっています。

猿 払 村

１ 支 署

１ 団本部
７ 分 団豊 富 町

１ 支 署

１ 団本部

稚 内 市

１ 本 部

１ 署

１ 団本部

職員が災害に備えて筋力トレーニング
を行っています。

救命講習を行ったり、自治会等、地域
のさまざまな活動で使用されています。

消防庁舎施設紹介

猿払支署では４人で夜間勤務しており、

４つの仮眠室があります。

職員は交代で仮眠をとります。

通信指令台 仮眠室

コミュニティーセンター 筋トレ室



新年度が始まり、消防広報も新たなメンバーでの作成となりました。
今回は、消防の職員や施設紹介をメインとした内容にしましたがいか
がだったでしょうか。はじめて知ることも多かったのではないかと思
います。
これからも消防のことについて少しずつ紹介していけたらいいなと

思っていますのでよろしくお願いします。
まだ寒い日も多い猿払村ですが、お体に気をつけてお過ごしください。

消防広報編集委員 藤澤　雅樹 向井　智之
中村　峻也 山口　　陸
佐川　　龍

《４月》

《11月》

《12月》

秋 の 火 災 予 防 運 動 （10月15日～10月31日）

全 国 女 性 消 防 団 活 性 化 大 会
(11月16日～11月17日　広島県)

歳 末 警 戒（12月28日～12月30日）

《５月》

《８月》

《９月》

新 春 消 防 出 初 式（1月6日　鬼志別）《１月》

編集後記

平成29年度　猿払支署　月別年間予定表

春 の 火 災 予 防 運 動　（4月20日～4月30日）

春 季 合 同 演 習 (5月21日　浜鬼志別)

北 海 道 消 防 大 会 (8月25日　弟子屈町)

陸 地 市 町 村 交 流 研 修 会 (8月6日　豊富町)

救 急 フ ェ ス テ ィ バ ル（9月3日　猿払支署）

《10月》


